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研究要旨 2011年〜2013 年にベトナムで報告された麻疹症例数は 1,000 例を下回っていたが、

2013年夏より増加の兆候が現れ、2014年には5585件となった。特にハノイの小児病院ではNICU

内で麻疹感染が広がり、多くの乳幼児が死亡した事から社会問題となった。流行した麻疹ウイ

ルスは、ハノイ市を含む北部では２系統の遺伝子型 H1 株であったが、ホーチミン市等南部で

は遺伝子型 D8 型ウイルスが主流であり、複数のウイルス株を起源とした麻疹流行であった。

また、B3 型株も中部で検出されている。D8 型、B3 型ウイルスの報告が過去においてベトナム

ではないこと、世界各地で D8 型、B3 型の流行があった事、さらに同じ配列のウイルスが世界

の多くの地域で検出されている事等から、海外からベトナムに侵入した株である可能性が考え

られた。2014 年７月以降、麻疹の流行は下火になったが、世界で麻疹排除を目指している現在、

麻疹ウイルス流行株を解析し情報を把握していく事は麻疹排除達成には重要であると考えら

れた。 

 

Ａ．研究目的 

WHO は麻疹､風疹の排除を目指している。日本､ 

中国、東南アジア等が所属するWHO 西太平洋地

域(Western pacific region :WPR)では2012年

までに麻疹の排除を目指していたが、WPR での

麻疹排除は達成されておらず、また現在のとこ

ろ新たな目標年は定められていない。WHO は麻

疹排除の定義を「質の高いサーベイランスが存

在するある一定の地域内において、常在する麻

疹ウイルスによる麻疹の伝播が 12 ヶ月間以上

ないこと」としており、麻疹の排除達成には症

例数を減少させるだけではなく、検査診断に基

づくサーベイランス体制、さらに麻疹の原因ウ

イルスがその土地に常在した株なのか、あるい

は輸入された株なのかの鑑別を求めている。解

析されたウイルス遺伝子の情報は、世界のウイ

ルスの分布状況の把握や伝播コースのトレース

にも有用である。 

日本においては 2008〜2012 年に 10

代に対して実施した補足的ワクチン接種により、

2009年以降の麻疹報告数は激減し、2013年では

300症例を下回った。2014年はフィリピン、ベ

トナム、中国等における麻疹の流行の影響を受

け436例が報告されたが、2006-8年の麻疹の全

国的流行の原因ウイルスであった遺伝子型 D5

（常在株）のウイルスが検出されない状態は継

続しており、実質的には日本は麻疹排除状況に

あると考えられる。 

麻疹ウイルスは非常に強い感染力を

持ち、免疫が不十分なヒトは容易に麻疹に感染

する。国境を超えた往来が日常化している現在

では、日本が麻疹排除を達成し、またその状態

を維持していくには周辺国における麻疹の流行

も制御されている状態にあることが望ましい。 



本研究はベトナムにおける遺伝子診

断技術、解析技術の確立に協力する事で、サー

ベイランス体制の面でベトナムにおける麻疹排

除に協力するとともに、常在ウイルスの鑑別に

資する情報を蓄積する事を目標としている。ま

た、これらはWPRにおける麻疹排除の推進にも

有用である。 

 

Ｂ．研究方法 

1. ベトナムの麻疹に関する情報の収集ベトナ

ム 

National Institute of Hygiene and 

Epidemiology (NIHE) の Respiratory virus 

laboratoryを訪れ、ベトナムにおける麻疹の流

行状況、検査状況を確認した。 

 

2.2014 年に流行した麻疹ウイルスゲノムの解

析 

麻疹患者より咽頭拭い液、血液を採取し、PCR

による遺伝子検出を試みた。ウイルスの系統樹

解析を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

1. ベトナムの麻疹の流行状況 

ベトナムにおける麻疹は、2008 年から 2009 年

にかけて全国的なアウトブレイクが発生し、約

5200例の麻疹が報告された。それ以降は高いワ

クチン接種率(１期)と、数回のわたる補足的ワ

クチン接種等を実施したことから麻疹症例数は、

2010 年は 1826 例、2011 年 750 例、2012 年は

637症例と減少傾向にあったが2013年では北部

の山岳地域を中心に麻疹の報告が相次ぎ895例

とやや増加した。2014年には麻疹の流行が全国

へ広がり、5568件が報告されている。特にハノ

イの国立小児病院では新生児救急管理室(NICU)

で麻疹が発生し、100 名を超える子供が合併症

により死亡した。うち半数はワクチン接種前の

9 ヶ月未満であった。対応として補足的ワクチ

ン接種を全国的に実施した事から、流行は7月

以降下火になり現在に至っている。 

2. 2014 年に流行した麻疹ウイルスゲノムの解

析 

2013 年以降に検出された遺伝子型 H1 ウイルス

は2つの系統に大別された。2014年にハノイ市

やSon La等で検出された麻疹ウイルスは、ベト

ナムと隣接している中国の雲南省やラオス

Phongsaly県、Luangnamtha県で検出された遺伝

子型H1ウイルスと同一、あるいは高い相同性を

示した。また、2013年、2014年にHai Gang県

やハノイで検出された遺伝子型 H１ウイルスは

2006 年に流行していたウイルスと近い系統に

あった。一方、ベトナム南部では遺伝子型 D8

のウイルスが検出された。D8型ウイルスは2013

年以降、南部のホーチミン市から検出されてい

るが、北部のPhu Tho県やHai Duong県でも検

出されている。これらはすべて同じ配列であっ

た。2012 年以前にベトナムでは D8 型ウイルス

の報告はない。また中部のQuang Nam では遺伝

子型B3のウイルスが検出されている(図１)。 

 

Ｅ．結論、考察 

麻疹は麻疹ウイルスによる呼吸器感染症であり

感染力が強い事が知られている。また麻疹は罹

患者に免疫抑制を誘発することから、患者のお

よそ1/3が合併症を併発し、特に肺炎、脳炎を

合併した場合は死亡率が高く、先進国でも0.1- 

0.2 %程度が死に至るといわれている。途上国で

は時として20 % 以上の死亡率を示す事がある。

一方、麻疹には有効性、安全性のすぐれたワク

チンが存在することから、WHO は麻疹の排除を

すすめている。麻疹排除は国連が策定、決議し

たミレニアム開発目標(MDG)の一つである「乳幼

児死亡数を2015 年には1990 年の1/3 にする」

の達成にも密接に関連しており、公衆衛生上、

医療経済上からも大きな意義を持っている。 

ベトナムでは麻疹ワクチンは 1982

年から導入されている.導入した当初の接種率

が低かったが1990年頃から90%以上の接種率を

維持している。また、2002年以降、数回にわた

る大規模な補足的ワクチン接種を実施したこと



から、2003 年以降、麻疹は暫時減少し 2007 年

の麻疹の発生率は人口100万人当たり0.2人に

なった。その後、ワクチン不足により接種率が

83%に低下したためか 2009 年には 59 人/人口

100 万人の麻疹のアウトブレイクが報告されて

いる。それ以後は 95%を超える高いワクチン接

種率を維持し、徐々に麻疹症例数と減少させた

が2013年夏頃から麻疹の増加がみられ2014年

には 5000 例を超える全国的な麻疹の流行とな

った。2013年にある特定のワクチン接種による

死亡事故が頻発し、ワクチンへの不信から、接

種を控えた親があったとされている。こういっ

た動きが 2014 年の麻疹の流行の引き金となっ

た可能性がある。  

2014 年の流行は、少なくとも２系統

の遺伝子型H1ウイルスと遺伝子型D8ウイルス

の3系統の麻疹ウイルスを原因としていた。ベ

トナムは南北に長い事から地域ごとに異なるウ

イルスが流行しそれが全国的に広がっていった

ためだと考えられる。H1 型ウイルスの麻疹は、

2010年に9ヶ月から14歳児およそ1億人を対

象にした麻疹ワクチン接種のキャンペーンを行

い、麻疹症例数を低く制御していた、ベトナム

の隣国である中国で、麻疹症例数が再び増加し

た事にも大きく影響をうけていると思われる。 

一方、ホーチミン市を含む南部では遺伝子型D8

型ウイルスによる麻疹の流行があった。遺伝子

型D8型ウイルスはB3型ウイルスとともにベト

ナムでは過去に報告がない事、2014年では世界

中で流行しているウイルスであった事から海外

からの侵入した可能性が強い。ベトナムにおけ

る麻疹の流行は７月以降、小康を得ている。こ

れは流行地域において補足的ワクチン接種等の

適切な対応によってなされた。麻疹の制御には

ワクチン接種、サーベイランスとともに即時的

が適切な対応も重要である。  

海外旅行が容易にできる現在では、

麻疹を排除し、その状態を維持していくには、

周辺国の麻疹の流行を減少させる事も必要にな

ってくる。日本においては麻疹症例が減少した

2010年以降、検出された麻疹ウイルスの大部分

は、疫学的、ウイルス学的に解析から海外に由

来する株かそれらから国内で伝播した海外関連

株と考えられている。国内の麻疹の排除の達成、

維持は、国外、おもに近隣の状況と無関係では

ない。海外の中心的な研究室と技術、情報の交

換等の緊密な連携とれる体制を確立しておくこ

とは日本だけでなく、WPR 地域の麻疹排除達成

にも貢献すると考えられる。 
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